
ジャパンマテリアル株式会社単位

Version
Date

図面
材料

製品型番
1.8

11/15/2016
使用説明補足
本体ABS樹脂

BR/PSBX-0404C
BR/PSBX-0800C

mm ライトグレー
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【製品型番 ： BR/PSBX-0404C】４ボタンスイッチ（照光ランプ付） 【製品型番 ： BR/PSBX-0800C】８ボタンスイッチ(照光ランプ無)

※標準ケーブル長 ：３ｍ

GPIOの各ポート番号の割り当て GPIOの各ポート番号の割り当て

GPIO-0 GPIO-1 GPIO-2 GPIO-3

GPIO-0 GPIO-1 GPIO-2 GPIO-3

ケーブル取り出し位置ケーブル取り出し位置

※ [ File → Presentation Properties → I/Oタブ ]を上記の様に(GPIO-0～3 : Input , GPIO-4～7 : Output)設定して下さい ※ [ File → Presentation Properties → I/Oタブ ]を上記の様に(GPIO-0～7 : Input)設定して下さい

GPIO-4 GPIO-5 GPIO-6 GPIO-7

[ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-4 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-5 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-6 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-7

BrightSign

●BrightAuthor設定

スイッチ入力は GPIO-0 から GPIO-3 に接続されています。
各インタラクティブイベントの設定は “Specify Button Number”の
数字 「0～3」と “Trigger Event On Button”の「Down」を確認して下さい。

スイッチ入力は GPIO-0 から GPIO-7 に接続されています。
各インタラクティブイベントの設定は “Specify Button Number”の
数字 「0～7」と “Trigger Event On Button”の「Down」を確認して下さい。

ランプを点灯する場合は [GPIO Event → Advancedタブ]内で
“Add Command”からイベントを追加し、”GPIO” → “On”を選択後
各GPIO-4～7 への出力設定をして下さい。
また、ランプを消したい場合はイベントを ”GPIO” → “Off”として下さい。

※BrightSign側 GPIOコネクタ(Phoenix Contact ユーロブロック/3.5mm)は、
　端子部分を持って奥までしっかり差し込んで下さい。
　機種によってはかなり固い場合が有ります。

※BrightSign側 GPIOコネクタ(Phoenix Contact ユーロブロック/3.5mm)は、
　端子部分を持って奥までしっかり差し込んで下さい。
　機種によってはかなり固い場合が有ります。



ジャパンマテリアル株式会社単位

Version
Date

図面
材料

製品型番
1.8d

02/21/2024
使用説明補足
本体ABS樹脂

BR/PSBX-0404CW
BR/PSBX-0800CW

mm ホワイト
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【製品型番 ： BR/PSBX-0404CW】４ボタンスイッチ（照光ランプ付） 【製品型番 ： BR/PSBX-0800CW】８ボタンスイッチ(照光ランプ無)

※標準ケーブル長 ：３ｍ

GPIOの各ポート番号の割り当て GPIOの各ポート番号の割り当て

GPIO-0 GPIO-1 GPIO-2 GPIO-3

GPIO-0 GPIO-1 GPIO-2 GPIO-3

ケーブル取り出し位置ケーブル取り出し位置

※ [ File → Presentation Properties → I/Oタブ ]を上記の様に(GPIO-0～3 : Input , GPIO-4～7 : Output)設定して下さい ※ [ File → Presentation Properties → I/Oタブ ]を上記の様に(GPIO-0～7 : Input)設定して下さい

GPIO-4 GPIO-5 GPIO-6 GPIO-7

[ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-4 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-5 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-6 [ﾗﾝﾌﾟ]GPIO-7

BrightSign

●BrightAuthor設定

スイッチ入力は GPIO-0 から GPIO-3 に接続されています。
各インタラクティブイベントの設定は “Specify Button Number”の
数字 「0～3」と “Trigger Event On Button”の「Down」を確認して下さい。

スイッチ入力は GPIO-0 から GPIO-7 に接続されています。
各インタラクティブイベントの設定は “Specify Button Number”の
数字 「0～7」と “Trigger Event On Button”の「Down」を確認して下さい。

ランプを点灯する場合は [GPIO Event → Advancedタブ]内で
“Add Command”からイベントを追加し、”GPIO” → “On”を選択後
各GPIO-4～7 への出力設定をして下さい。
また、ランプを消したい場合はイベントを ”GPIO” → “Off”として下さい。

※BrightSign側 GPIOコネクタ(Phoenix Contact ユーロブロック/3.5mm)は、
　端子部分を持って奥までしっかり差し込んで下さい。
　機種によってはかなり固い場合が有ります。

※BrightSign側 GPIOコネクタ(Phoenix Contact ユーロブロック/3.5mm)は、
　端子部分を持って奥までしっかり差し込んで下さい。
　機種によってはかなり固い場合が有ります。




